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中３数学Ｄ 宿題解答 １学期-７ 
 
宿題 7-1 
(1)  22 4 1y x x     

のグラフの y切片は 1 ． 
平方完成すると， 
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なので，このグラフは， 22y x  のグラ

フを，点 (1,1)が頂点となるように平行移

動したもの． 
したがって，下図のよう． 
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のグラフの y切片は1． 
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なので，このグラフは， 21
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y x のグラ

フを，点
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が頂点となるように平

行移動したもの． 
したがって，下図のよう． 

 
 
 
宿題 7-2 
(1)  2( ) 4 3f x x x    
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なので， ( )y f x のグラフは， 2y x の

グラフを平行移動した放物線で，頂点の

座標は ( 2, 1)  ． 
 

 
 

上図より， 21 x   における ( )y f x
の最大値は 

2x  のときの (2) 4 8 3 15f      
最小値は 

1x   のときの ( 1) 1 4 3 0f       
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(2)  2( ) 3 4 1f x x x    
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なので， ( )y f x のグラフは， 23y x の

グラフを平行移動した放物線で，頂点の

座標は
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したがって，上図より， 2
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ける ( )y f x の最大値は 

2x  のときの (2) 12 8 1 5f      
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宿題 7-3 

 
(1) PB 2 2 , BQx x    

(2) 三角形 PBQ において，余弦定理より， 
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(3) PQ が最小になるのは， 2PQ が最小にな

るときであるから， 2 2PQ 7 10 4x x  
の 0 1x  における最小値を求める． 
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より， 2PQy  のグラフは下図のように

なる． 

 

したがって， 2PQ の最小値は，
5
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ときの
3
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であり，このとき PQ は最小値 
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宿題 7-4 
(1) 交点の x座標は 

2 2 5x x    
の解であるので， 
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∴ 6 1, 6 1x      
y座標は， lの式で計算すると， 

6 1x   のとき 

2( 6 1) 5 2 6 7y         

6 1x    のとき 

2( 6 1) 5 2 6 7y         
よって，交点 A, B の座標は 

A ( 6 1,2 6 7)    

B ( 6 1, 2 6 7)    

 
(2) lと y軸の交点を D とおく． 

 
三角形OABを三角形OADと三角形OBD
に分割し，それぞれの面積を，OD を底

辺として計算すれば， 
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宿題 7-5 
(1) チョコレートの分け方は 

10 個の○と 3 本の|を並べる並べ方 
に対応するので（宿題 4-5）， 

13 3

13 12 11
3 2

2
1

C 86
 
 

   

 
(2) 10 個のチョコレートを 1 つずつ，A, B, C, 

D の誰に分けるかを決めていけば，チョ

コレートの分け方が決まるので， 
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宿題 7-6 
下図のように O, P, T, A, B を取る． 

 
水平方向AB は鉛直方向OPと直交しており，

また，地平線方向 PT は大円 O に T で接して

いるので， PTO 90  である． 
したがって， 
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である． 
 

(1) 直角三角形 POT において， 
coTO sPO POT    

であるから， 
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(2) 三角比の表より， 0c .os 981 99  なので， 
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であるから， 6374 [km]  
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